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研修要旨
講義テーマ：「実践に生かす看護論」

当院の看護実習指導・新人教育の現状

講師：及川　吏智子先生（岩手医科大学付属病院副看護部長）

＜看護職員数と職員構成＞

医科大学付属病院：ベッド数1,087床

看護師─794名　准看護師─20名　（814名）

＜看護部の基本方針＞

· ベットサイドケアに重点をおいて、患者様の心を大切にした思いやりのある看護を提供する。

· 研究・教育・実践をとおして、自己の看護を振り返り、看護観を深め、看護のレベルの向上に努める。

· 大学病院の看護師として責任と誇りを持ち、豊かな感性を育て自己啓発に努める。

· 医療チームの一員として、他部門の機能を理解し相互活動により治療効果を高める。

· 安全で快適な療養環境を提供し、誠意ある対応に努める。

· すべての業務を経済的・効率的に努める。

· 人間関係を円滑にし、自由に発言でき気持ちよく働ける環境づくりに努める。

＜看護部の目標＞

1． 患者様の満足度を高める安全で根拠に基づいた看護を提供する。

1） 各種マニュアルを遵守する。

2） 看護のアセスメントができる。

3） より良い接遇と対応を行う。

２．業務の効率化を図り、収益増に貢献する。

1） 時間内に業務を効率的に行う。

2） 病床を有効に活用する。

3） 医療材料、消耗品に掛かる費用を削減する。

＜実習指導体制＞　

看護部長

副看護部長

教育担当課長

実習指導者委員会

各部署の指導者

＜実習指導者委員会＞

目的：実習環境を整え教育機関としての役割を果たす。

目標：１．よい看護を提供し、学生のモデルとなる。

　　　２．一貫性・統一性のある指導ができるように環境を整える。

　　　３．学生のレディネスを把握し、個々の学生に合った効果的な指導を行う。

＜実習指導者の育成＞

· 厚生省看護教員養成課程（１年）

· 岩手県看護協会実習指導者講習会（８週間）

· 院内実習指導者研修会（1日）

＜院内実習指導者研修会＞

Ⅰ．講義

・教育の基本的な考え方


· 実習指導者の役割

· 実習指導の実際

· 効果的なカンファレンスの方法

Ⅱ．体験発表（前年度実習指導講習会の受講者）

Ⅲ．グループワーク（各部署における実習指導の現状と課題について）

＜研修者の感想＞

· 教育・指導の考え方

· 発問の工夫

· 学生への関わり方、接し方

· 指導者の姿勢

· 自分自身の振り返りと課題の明確化

＜実習指導者の役割＞

· 学生を育てるという意識を持ち、学生に関わる。

· 指導者自身が学生から多くのことを学び、気付かされ共に成長する。

· 学生の思いや考えを引き出す。

· 学生が計画した看護ケアが実践できるように支援する。

· 実習で学んで欲しいことを学生に伝える。

· 患者様と学生の相互関係を調整する。

· 反省会やカンファレンスをとおして学生の学びを深める。

· 学生のモチベーションを高める。

＜反省会・カンファレンスのねらい＞

· 反省会

実習のフィードバックと翌日の計画指導につなげる。

実習体験を学生間で共有し、学びを深める。

· ケースカンファレンス

受持ち患者様の看護過程をとおして、看護理論と実践の統合を図る。

· テーマカンファレンス

学生の共通課題を解決する。

臨床講義をとおして学習を深める。

＜テーマカンファレンスの具体例＞（臨床講義的内容）

消化器内科病棟

終末期患者様の看護：心理・身体面の看護とケア、痛みの評価スケール家族の心理を理解した支援

精神科病棟

· 精神障害をもつ患者様に対するコミュニケーションのとり方、接し方

例えば「うつ状態」「幻覚、妄想」の患者様の場合

＜学生のモチベーションを高めるために＞

· 学生の存在を認める。

挨拶をする。学生の言葉に耳を傾ける。学生を名前で呼ぶ。学生の名前を提示する。学生に声をかける。

· 成果をフィードバックする。

学生が実践したことへの意味付けを行い、よい点をほめる。

学生が成長していることを言葉で伝え気付きを与える。

技術指導をしっかり行い、自信を与える。

実践したことの患者様の反応から、看護の喜び、やりがい感、満足感、達成感を与える。

· 学生の気付きや考え方を受け止め、やる気を引き出す。

＜実習指導者間の連携＞

· 指導状況の共有：連絡ノート、口頭での伝達、ディスカッション

· 指導の評価：実習評価について意見交換

· 指導能力の向上：学集会・研修会の参加

＜臨床側の課題＞

· 学生にあった受け持ち患者様の決定

· 指導者が業務と兼務

· 継続した指導

· 理論と実践の統合

· 行為の言語化

· 効果的なカンファレンス

＜当院における人材育成＞

· 院内教育プログラム

· 看護部委員会による研修会

· 看護研究研修会

· 認定看護師による研修会

· プリセプターシップ

· キャリア開発ラダー

· 各部署における教育プログラム

· 病院主催の研修会

＜活動＞

部署・院内

専門性の高い看護実践、スタッフ教育、コンサルテーション（相談）

院外

講義・講演・看護実践・投稿

＜院内教育委員会＞

目的：教育・研究・実践をとおして看護を追及できる人材を育成し、看護の質の向上を図る。

目標：１．研修・研究の成果を看護実践に生かし、質の高い看護が提供できるように働きかける。

　　　２．自己の役割を認識し、自己教育能力が高まるように支援する。

＜当院の新人看護職員の教育＞

· 病院主催のオリエンテーション：入職時

· 医療安全推進室による教育：入職時、入職後

· 看護部の集合教育：入職時、入職後４ヶ月・８ヶ月

· 現場教育：プリセプターシップ

· キャリア開発ラダー

＜病院主催のオリエンテーション＞

· 病院の基本方針

· 病院の組織、機能

· 組織の一員としての役割行動

· 接遇対応

· 医療安全

· 防火管理

· 就業規則

＜プリセプターシップの導入＞

当院の留意点

· 新人の能力を「早期に」「確実に」「無理なく」を開発し、さらに組織活動にメリットを与える。

· 各部署でオリジナルな教育プログラムを作成する。

· プリセプター・アソシエーションナースの育成

· プリセプターナースのメリットと起こりやすいデメリットを理解しておく。

· 現代の若者気質を理解する。

＜新人看護師に求めること＞

· コミュニケーションを高める。

· 看護技術の実践能力を高める。

· 根拠に基づいた看護を提供する。

· 業務より早さよりも確実性を優先する。

· 情報収集をしっかり行う。

· 専門職としての意識・責任を持つ。

· 自分の目標・課題を持つ。

＜新人教育の課題＞

· 技術トレーニングの強化

· プリセプターをサポートする集合教育

· 新人の特性を踏まえた教育方法と心のケア

· 院内教育の再検討

考察

今回の公開講座の目的として①看護の多角的な視野を広げる②日々の看護実践をふりかえるとあげられた。「実践に生かす看護論」というテーマより、研修前は看護理論をイメージしていたが、内容は実習指導・新人教育の現状ということであった。病院に勤務させていただき１年半経ち、病棟では技術・知識の足りなさを痛感している。

今回、講師の及川先生より、「現場に何を持ち帰ればいいのか。自分の自分自身の今後の行動を考えて下さい。」と話があった。　前日にアドバイザー研修があり、アドバイザーの役割とも重なる部分（例えば、自分から声をかける・コミュニケーションの向上を図る・自分自身が人間として成長するなど）があるなと思った。自分は教育委員会なので他病院の教育委員会の活動を知ることが出来る貴重な研修だった。現場の質を高めるために認定看護師に相談し活用しているとのことだった。精神科看護にも認定看護師はあるのか気になった。教育に非常に力を入れている病院だと思った。

具体例をあげて新人教育について説明してくださり、コーチングスキルが大切で自分で自分の課題をみつけ得意分野をみつけ生かせる風土作りが大切であるというところが印象に残った。自分自身がまず自分のことを知ろうと思った。カンファレンスは気付きや学びを引き出す非常に大切な場であると学んだ。

「学生を育てるという意識をもち、意識づけをし、行動変容につなげる」と話されたが、この“学生”の部分は“自分”にも“患者様”にもあてはまるなと思った。

研修要旨

ケアとタッチ

講師：手島　恵先生（千葉大学大学院　看護学研究科　教授）

＜アメリカのヘルスケア＞

１９７０年代　　　　　　　　　　　　２０００年代

病院中心　　　　　　　　　　　　　　在宅・外来

専門医が選択　　　　　　　　　　　　自律

健康の責任は医師・看護婦　　　　　　健康の責任は個人

＜１９８０年代＞

命の長さ　　　　　　　　　　　　　　質へ

Ｃｕｒｅ（治療）　　　　　　　　　　Ｃａｒｅへ

患者は依存している。　　　　　　　　患者は自律している。

心と体は区別　　　　　　　　　　　　心と体は一元

権威者としての専門職　　　　　　　　治療のパートナーとしての専門職

＜世界保健機構（ＷＨＯ）の緩和ケアの定義＞

治療を目的とした治療に反応しなくなった患者に対する積極的で全人的なケアであり、痛みや他の症状コントロール、精神的、社会的、霊的な問題のケアを優先させる。緩和ケアの目標は患者と家族のＱＯＬを高めることである。緩和ケアは疾病の初期段階においても、がんの治療においても適用される。

＜タッチの意味＞

1． 他人と繋がりをもとうとする積極的な行動

2． 他人に何かを表現し伝える手段

3． 質的なもの

4． 知覚様式のひとつ

5． 経験

6． 他人に対し自己を明確にし、他人と自己を区別するための手段

7． 他人から得たりあたえたりするもの

8． タッチを通じての患者と治療者との関係

＜タッチの研究＞

７０％タッチによって情緒的に癒される経験

８７％看護師のタッチに癒された。

７５％タッチによって価値のある人として認められた・大切にいたわられた

＜認知症にある高齢者の興奮行動を緩和するための手のマッサージの効果＞

５分～１０分の手のマッサージは認知症のある高齢者の興奮行動を緩和しリラックス反応をもたらす効果があった。

＜忙＞…心＋亡くす　　　

＜念＞…今＋心

考察
一番興味深かったのは「認知症にある高齢者の興奮行動を緩和するための手のマッサージの効果」であった。認知症の患者様と関わる中で看護者自身があわてずに周りが落ち着くこと・ほっとする状況にすることが大切であると学んだ。看護者が「やらなければならないから」という気持ちでマッサージをしても効果はなく、「患者様が楽になったらいいな」という気持ちで行うことで効果が得られたということであった。

「忙」という字は「心を亡くす」と書き、他のことにとらわれて変化は起こらない。「念」という字のように「心は今」でその時に集中することが大切であると学び、心が痛んだ。現状としては日々の業務をこなすことでいっぱいになり心に余裕のない自分がいたからである。「その時、その時の患者様と向き合うこと。」という言葉を現場でも忘れたくないなと思った。一人一人の患者様に聞き逃さず、一つ一つ取り組むことを大切にしていきたいと思った。自分の心をコントロールする技術を身につけ、患者様と接する時はその場にきちんといる臨在感を持ちたいと思った。自分の直していきたいところとして、すぐ慌ててしまうところがあるのでまずは落ち着こうと思った。

　研修の最後に隣の人の背中に横から触れてみることとなり、「あたたかいな」と思った。「どんな人が人を癒せるのか」という質問の答えは「健康であること」であった。まずは看護者として自分の健康に責任を持っていこうと思った。

　今回、研修に参加させていただき本当にありがとうございました。

　

　










